
創剤学Ⅰ 

 

責  任  者  ： 佐塚 泰之 教授 

担当講座（科） ： 創剤学講座 

講 義 22.5 時間 

単 位   2 単位 

学 年 

２学年 後期 

 

学習方針 

基本理念： 

創剤学は、薬理活性を持つ物質を原料として、これに製剤化という加工技術を施すことにより

多くの機能を付与するための学問である。本講義では、製剤化を果たすための基本技術を支える

理論について学ぶ。 

 

一般目標（GIO）： 

 適切な製剤設計を行うために必要な主薬の物性、挙動に関する情報を得るための基礎理論とし

て、物質輸送、複合体形成、物理平衡、物質の溶解、分散系、製剤材料の物性に関し学ぶととも

に製剤学から創剤学への発展の主体である Drug Delivery System (DDS、薬物送達システム)につ

いて、概略を理解する。 

 

到達目標（SBOs）： 

 1. 代表的な状態図（一成分系、二成分系、三成分系相図）について説明できる。 

2. 拡散および溶解速度について説明できる。 

3. 沈降現象について説明できる。 

4. 流動現象および粘度について説明できる。 

5. 溶液の濃度と性質について説明できる。 

6. 物質の溶解とその速度について説明できる。 

7. 溶解した物質の膜透過速度について説明できる。 

8. 物質の溶解に対して酸・塩基反応が果たす役割を説明できる。 

9. 界面の性質について説明できる。 

10. 代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。 

11. 乳剤の型と性質について説明できる。 

12. 代表的な分散系を列挙し、その性質について説明できる。 

13. 分散粒子の沈降現象について説明できる。 

14. 流動と変形（レオロジー）の概念を理解し、代表的なモデルについて説明できる。 

15. 高分子の構造と高分子溶液の性質について説明できる。 

16. 製剤分野で汎用される高分子の物性について説明できる。（☆） 



17. 粉体の性質について説明できる。 

18. 製剤材料としての分子集合体について説明できる。 

19. 薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、安定化方法を列挙し、説明できる。 

20. 粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概略を説明できる。 

21. 製剤材料の物性を測定できる。 

22. 従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信頼性における主な問題点を列挙できる。 

23. DDS の概念と有用性について説明できる。（☆） 

 

講義日程 

月日 曜 時限 講座（科）名 担 当 者 内       容 

9/12 月 2 創 剤 学 講 座 佐塚 泰之 教授 状態図 

9/26 〃 〃 〃 〃 拡散および溶解速度 

10/6 木 〃 〃 〃 沈降現象、流動現象および粘度 

10/17 月 〃 〃 〃 溶液の濃度と性質、溶解とその速度 

10/24 〃 〃 〃 〃 
溶解した物質の膜透過速度 

酸・塩基反応の役割 

10/31 〃 〃 〃 〃 界面の性質 

11/7 〃 〃 〃 〃 乳剤の型と性質、代表的な分散系 

11/14 〃 〃 〃 〃 流動と変形（レオロジー）の概念 

11/21 〃 〃 〃 〃 高分子の構造と高分子溶液の性質 

11/28 〃 〃 〃 〃 製剤分野で汎用される高分子の物性 

12/5 〃 〃 〃 〃 粉体の性質 

12/12 〃 〃 〃 〃 
製剤材料としての分子集合体 

薬物と製剤材料の安定性 

12/15 木 〃 〃 〃 
粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法 

製剤材料の物性 

12/19 月 〃 〃 〃 Drug Delivery System (DDS)の必要性 

1/10 火 〃 〃 〃 DDS の概念と有用性 

教科書（教）・参考図書（参）・推奨図書（推） 

 書 名 著者名 発行所 発行年 

教 基礎から学ぶ 製剤化のサイエンス 山本 恵司監修 
エルセビア・ジャパン

（定価 3,800 円） 
2009 

参 製剤学 改訂第５版 
四ツ柳 智久  

他 編 

南江堂 

(定価 5,700 円) 
2007 

 



 書 名 著者名 発行所 発行年 

参 
スタンダード薬学シリーズ２ 

「物理系薬学Ⅰ 物質の物理的性質」 
日本薬学会 編 

東京化学同人 

(定価 4,400 円) 
2005 

参 
スタンダード薬学シリーズ７ 

「製剤化のサイエンス」」 
日本薬学会 編 

東京化学同人 

(定価 3,200 円) 
2006 

参 
ベーシック薬学教科書シリーズ 20

「薬剤学」 
北河 修治 編 

化学同人 

(定価 3,500 円) 
2010 

 

成績評価方法 

 出席状況、聴講態度、レポ－ト及び定期試験を総合的に評価する。 

 

 


